
    

今
年
の
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
昨

年
７
月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
の
お
祝
い
と
発
効
に
向
け
た
決
意
に

盛
り
上
が
っ
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
被
団
協
の
和
田
征
子
さ
ん
は
「
重

く
錆
び
付
い
た
扉
が
開
い
て
一
筋
の
光

が
差
し
た
」
と
条
約
が
採
択
さ
れ
た
時

の
感
動
を
語
り
、
「
条
約
発
効
に
向
け

て
更
に
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
広
げ

よ
う
」
と
挨
拶
の
な
か
で
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。 

 

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
求
め

る
市
民
の
声
が
世
界
を
動
か
す
情
勢
で

あ
る
一
方
で
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
核
態

勢
見
直
し
）
な
ど
こ
の
間
の
平
和
と
人

権
を
脅
か
す
国
際
情
勢
に
つ
い
て
の
発

言
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
「
戦
争
を
煽

る
国
家
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
抵
抗
す
る

に
は
、
市
民
が
真
実
を
広
く
知
ら
せ
る

こ
と
が
大
切
」
と
ア
メ
リ
カ
フ
レ
ン
ズ

奉
仕
委
員
会
の
ガ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
市
民

の
役
割
を
強
調
し
ま
し
た
。 

第
五
福
竜
丸
元
船
員
の
大
石
又
七
さ

ん
は
壇
上
で
「
日
本
に
は
、
戦
争
を
し

な
い
平
和
を
望
む
国
々
の
人
た
ち
の
た

め
に
仲
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し

い
」
と
願
い
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
世

界
が
平
和
か
戦
争
か
の
せ
め
ぎ
合
い
を

続
け
て
い
る
今
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
日
本
の
政
府
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
世

界
に
強
く
訴
え
る
べ
き
立
場
の
は
ず
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
禁
止
条
約
に

反
対
し
、
被
爆
者
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ

っ
て
ア
メ
リ
カ
の
核
政
策
に
賛
同
す
る 

  

首
相
に 

は
、
ど
こ
の
国
の
首
相
な
の
か
と
憤
り

を
覚
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
被
爆
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
な

い
被
爆
者
も
数
多
く
、
ビ
キ
ニ
実
験
で

被
災
し
た
漁
師
の
多
く
は
何
の
補
償
も

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
戦
争
は
基

本
的
人
権
を
否
定
す
る
も
の
で
す
が
、

今
も
核
の
被
害
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
の
人
権
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い

る
の
は
、
日
本
の
政
府
の
責
任
で
す
。 

 

集
会
で
は
、
高
齢
と
な
っ
た
被
爆
者

か
ら
若
い
世
代
が
反
核
・
平
和
運
動
、

被
爆
体
験
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
運
動
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
亡

く
な
ら
れ
た
谷
口
稜
曄
さ
ん
は
「
被
爆

者
が
ひ
と
り
も
い
な
く
な
っ
た
時
、
ど

ん
な
形
に
な
っ
て
い
く
の
か
一
番
怖

い
」
と
遺
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で

仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
被
爆
者
の
平
均

年
齢
が
８１
歳
を
超
え
る
現
在
、
そ
れ
は

遠
く
な
い
未
来
の
こ
と
で
す
。 

「
心
の
カ
サ
ブ
タ
を
剥
が
す
思
い
で

話
し
て
い
る
」
と
い
う
被
爆
者
の
意
思

を
引
き
継
い
で
、
新
た
な
被
爆
者
を
生

み
出
さ
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、

今
年
は
ぜ
ひ
条
約
が
発
効
さ
れ
る
年
に

し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
取
組
み
を
更
に
強

め
て
い
き
た
い
と
改
め
て
決
意
す
る

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
で
し
た
。 

 

今
回
の
集
会
に
は
、
大
阪
か
ら
多
く

の
青
年
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
夏
の
世

界
大
会
・
来
年
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
に
は
、

よ
り
多
く
の
青
年
と
一
緒
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

大
阪
平
和
委
員
会 

事
務
局
員 

山
本 

樹 

          

 

大
阪
平
和
友
好
６
団
体
（
平
和
委
員

会
安
保
、
原
水
協
、
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア

協
会
、
平
和
遺
族
会
、
う
た
声
協
議
会
）

は
２
月
１９
日
昼
、
空
堀
商
店
街
で
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
・
憲
法
を
生
か
す

全
国
統
一
署
名
」
宣
伝
行
動
を
１２
人
で

実
施
。
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
の
代
表

が
マ
イ
ク
を
握
り
「
わ
た
し
た
ち
は
世

界
の
諸
国
民
と
平
和
友
好
の
関
係
を
築

く
た
め
に
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

こ
の
友
好
関
係
の
旗
印
と
な
っ
て
い
る

の
が
平
和
憲
法
。
ぜ
ひ
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
商
店
街
を
歩
く
人
々
に
訴

え
ま
し
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
張
り
付

け
た
憲
法
会
議
の
ミ
ニ
署
名
用
紙
の
手

渡
し
や
う
た
声
な
ど
の
工
夫
も
凝
ら
し

た
宣
伝
行
動
と
な
り
、
短
時
間
で
合
計

３７
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

４０
代
の
女
性
が
「
息
子
が
２
人
い
る
。

戦
争
は
こ
わ
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
署

名
に
応
じ
て
く
れ
る
一
コ
マ
が
あ
り
ま

し
た
。 

         

 

 

３
月
１０
日
原
発
ゼ
ロ
の
会
主
催
の
「
な

く
せ
原
発 

再
稼
働
は
ん
た
い
大
阪
大

集
会
」
が
６
５
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
伊
東
達
也
さ
ん
（
原
発
問
題
住

民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
筆
頭
代
表

委
員
・
右
下
写
真
）
が
「
福
島
の
今
と
原

発
住
民
運
動
の
課
題
」
と
題
し
て
講
演
。

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
か
ら
７
年
。
今
だ

に
１０
万
人
以
上
の
人
が
帰
郷
で
き
ず
、
汚

染
水
は
増
え
続
け
廃
炉
の
見
通
し
も
立

っ
て
い
な
い
現
状
を
告
発
し
、
生
活
再
建

と
故
郷
復
興
へ
の
対
策
が
急
が
れ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。 

続
い
て
リ
レ
ー
・
ト
ー
ク
。
生
野
の
会

員
４
人
が
登
壇
し
て
昨
年
８
月
２
５
０

人
の
参
加
で
「
原
発
な
く
そ
う
パ
レ
ー

ド
」
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
き
く
・
み

る
・
あ
そ
ぶ
」
を
成
功
さ
せ
た
と
報
告
。

ベ
ラ
ン
ダ
発
電
や
市
民
共
同
発
電
所
の

報
告
と
と
も
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

し
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
参
加
者
は
大
阪
市
役
所
ま
で

「
原
発
な
く
そ
う
！
再
稼
働
反
対
！
」
と

コ
ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。 

                                    

          《3 月 の 行 事 案 内》
6 日 (金) 日本平和委員会組織委員会 14:00 日本平和委員会 
7 日（土）日本平和委員会常任理事会（～8日）13:00 〃 

14 日（土）「今 NHK に何を求めるか」14:00 社会福祉指導センター 1000 円 
       元 NHK ディレクター戸崎賢二氏講演 
15 日（日）女性委員会企画「憲法とお茶カフェ」14:00 たかつガーデン 
16 日（月）ヒバクシャ国際署名推進大阪の会学習会 18:00 エルおおさか南館 
       川崎哲氏（ＩＣＡＮ国際運営委員）講演 500 円 
18 日（水）九条の会おおさか 川田忠明氏「憲法 9条こそ平和を創る力」講演会  

18:30 エルおおさか南館ホール 1000 円 
20 日（金）日本平和委員会財政委員会 17:00  
21 日（土）日本平和委員会理事会 13:00 コミュニティプラザ八潮（～22 日） 
27 日（金）大阪安保・名護市長選支援者報告会 18:30 グリーン会館  
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天
王
寺
平
和
委
員
会
総
会
が
、
２
月
２５

日
区
内
で
３４
人
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

第
１
部
で
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴

奏
で
一
緒
に
歌
っ
た
あ
と
、
西
淀
川
か
ら

ヒ
ョ
ウ
柄
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
中
村

事
務
局
長
と
今
村
会
員
が
友
情
出
演
し
、

漫
才
「
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
」
を
披
露
し

ま
し
た
。 

次
に
、
恒
川
優
子
さ
ん
（
天
王
寺
動
物

園
獣
医
師
）
に
よ
る
「
戦
時
中
の
動
物
園
」

と
題
す
る
お
話
。
恒
川
さ
ん
は
、
沢
山
の

戦
前
の
写
真
を
使
い
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な

ど
の
動
物
が
戦
意
高
揚
に
使
わ
れ
る
と

と
も
に
、
食
糧
難
と
空
襲
時
の
管
理
上
の

危
険
性
な
ど
か
ら
次
々
に
殺
傷
処
分
に

さ
れ
た
様
子
を
語
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ

ん
に
連
れ
ら
れ
て
参
加
し
た
小
学
校
６

年
の
女
児
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
鉄
砲
を

担
ぐ
写
真
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

第
２
部
は
総
会
。
世
話
人
代
表
の
大
江

憲
夫
さ
ん
が
「
『
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０

０
０
万
署
名
』
が
大
阪
の
目
標
の
１０
分
の

１
に
も
達
し
て
い
な
い
。
会
の
総
力
を
あ

げ
署
名
に
取
り
組
み
、
安
倍
改
憲
を
阻
も

う
」
と
挨
拶
。
吉
田
一
江
事
務
局
長
が
豊

富
な
活
動
の
経
過
報
告
と
方
針
、
財
政
報

告
を
行
っ
た
後
、
出
席
者
全
員
が
ユ
ニ
ー

ク
な
「
３０
秒
自
己
紹
介
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
戦
争
が
動
物
園
に
も
い
ろ
い
ろ
と
影

響
を
与
え
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を

興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
現
在
の
情
勢
の
確
認
、
委
員
会
の
活
動
、

出
席
者
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
に
あ
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い

総
会
で
し
た
。 

 
            

 

３
月
７
日
午
後
コ
ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ

ロ
ス
さ
ん
が
来
所
。
大
阪
原
水
協
の
岩

田
理
事
長
、
大
阪
平
和
委
の
近
藤
理
事

長
、
片
方
副
会
長
ら
と
両
国
の
反
核
・

平
和
運
動
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。 

コ
ラ
ソ
ン
さ
ん
は
、
今
年
の
平
和
行

進
で
の
海
外
か
ら
の
通
し
行
進
者
が
決

ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
強
化
さ
れ
る
一

方
、
米
軍
基
地
撤
去
後
の
跡
地
利
用
で

は
雇
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。 

原
水
協
の
岩
田
理
事
長
は
、
被
爆
者

と
と
も
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

運
動
を
全
力
で
推
進
し
て
い
る
こ
と
、

近
藤
理
事
長
は
安
倍
９
条
改
憲
を
許
さ

な
い
３
０
０
０
万
署
名
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

和
や
か
に
懇
談
し
た
後
、
８
月
の
世

界
大
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。 

 

             

 

 

３
月
６
日
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
事
務
局

長
会
議
が
和
歌
山
市
内
で
開
か
れ
、
全

６
府
県
９
人
の
参
加
者
が
各
県
の
機
関

運
営
、
組
織
強
化
、
運
動
に
つ
い
て
縦

横
に
語
り
合
い
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
は
上
羽
事
務
局
長
が
出
席
。

毎
月
開
催
す
る
事
務
局
会
議
、
組
織
委

員
会
、
常
任
理
事
会
で
し
っ
か
り
意
思

統
一
し
、
運
動
と
組
織
強
化
を
す
す
め

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 
 

会
議
の
最
後
に
、
秋
に
和
歌
山
で
一
泊

二
日
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
３
月
１５
日
昼
、

近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
安
倍
政
権
に
よ
る

「
ウ
ソ
と
デ
タ
ラ
メ
の
安
倍
政
権
は
退

場
を
！
」
と
訴
え
る
ビ
ラ
を
配
り
、
「
辺

野
古
新
基
地
建
設
・
安
倍
改
憲
許
す
な
」

と
訴
え
る
横
断
幕
を
張
っ
て
宣
伝
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

天
王
寺
の
山
崎
健
逸
さ
ん
が
マ
イ
ク

で
「
財
務
省
の
森 

友
文
書
の
改
ざ
ん
は
、 

政
府
が
国
会
に
ウ
ソ 

を
つ
い
た
犯
罪
行
為
。 

安
倍
政
権
は
直
ち
に 

総
辞
職
す
べ
き
だ
。 

安
倍
首
相
が
憲
法
９ 

条
に
自
衛
隊
を
明
記 

し
て
も
、
自
衛
隊
の 

任
務
は
何
も
変
わ
ら 

な
い
と
言
っ
て
い
る 

が
、
こ
れ
も
ウ
ソ
だ
」 

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

「
憲
法
変
え
た
ら 

あ
か
ん
。
安
倍
首
相 

は
や
め
て
も
ら
わ
な 

あ
か
ん
」
と
怒
る
女 

性
。
「
政
府
に
税
金 

を
納
め
る
の
は
腹
立 

つ
」
と
納
税
を
済
ま 

せ
た
ば
か
り
の
女
性
。 

い
ろ
ん
な
反
応
が
示 

さ
れ
た
署
名
行
動
で 

は
、
１０
人
が
「
安
倍 

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
統 

一
署
名
」
を
３７
筆
集 

め
ま
し
た
。 

�  
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2018年4⽉3⽇（⽕）朝1１時
集合︓淀川神社→蕪村公園→句碑巡り→パンダ公園（拘置所前）

お弁当含む参加費1000円（⾬天決⾏）
申込は3⽉31⽇までに杉岡さん（090-4908-1956)に…

主催︓都島平和の会

江⼾時代の俳⼈、画家・与謝蕪村は、⽑⾺村（現、
都島区⽑⾺町）⽣まれ。
その⽑⾺には⽴派な蕪村公園があります。淀川堤
防の雄⼤な情景を模した園内には、多くの蕪村句
碑が周囲を飾っています。絵画も展⽰されていま
す。巨匠の⾜跡を辿って、桜下の散策を楽しみま
せんか。蕪村探究会の⽥中邦夫さん（平和の会
会員）に案内していただきます。
そのあとは、桜をめでて⾷事会も⽤意しています。

どうぞお気軽にご参加ください。

 

今月の言葉―「９条はアジアの宝」 

 

９条はアジアの宝です。これがなくなったら日本

は新たな軍国主義国家になる恐れがある。アジ

アは軍拡競争の悪循環に陥るだろう。９条を守

る姿勢ではなく攻めの姿勢でいってほしい。日

本は世界の平和運動のセンターになれる。 

韓国キャンドル革命のリーダー・キムヨンホ 
(金泳鎬)さんの珠玉の言葉 

 

地域からの便り


